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駐 車 場 ス コ レ ー パ リ オ 前  

ス タ ー ト ・ ・ 清 流 公 園  

※ 出 発 前 に は 必 ず ト イ レ を ご 利 用 下 さ い 。  

1・小石和の庚申塔、六地蔵石幢  

2・諏訪神社（すわじんじゃ）・小石和の公民館  

3・五本辻（ごほんつじ）  

4・成就院（じょうじゅいん）※トイレあり  

5・砂原の子安地蔵  

6・砂原北組の道祖神  

7・見性院（けんしょういん）の石造地蔵菩薩坐像  

8・砂原の大神社（石尊神社）  

～馬頭観音・道祖神～  

9・河内下組の道祖神  

10・佐久神社（さくじんじゃ）参道前  石幢  

11・佐久神社※トイレあり  

12・昌隆寺（しょうりゅうじ）  

  ～六地蔵・万霊塔～  

13・丸石道祖神  

14・延命院（えんめいいん）  

  ～地蔵・六地蔵石幢～  

ゴール・・・・清流公園  

 

※ ト イ レ が ス タ ー ト 地 点 の 清 流 公 園 、成 就 院 、佐 久

神 社 の 3 ヶ 所 し か あ り ま せ ん 。 そ の 他 緊 急 の 場 合

は 職 員 ま で お 声 か け 下 さ い 。  

（ 1）  



 

市川道（いちかわみち）  

市川大門は武田信玄が活躍した戦国時代から宿

場町として栄えた町で、甲斐源氏発祥の地とも言わ

れています。古くから和紙の生産が盛んで、今に続

く和紙の里にもなっています。現在も市川大門産の

障子紙は全国シェアの 40％を占めています。美人

の肌のように美しい事からその名が付いた「肌吉紙

（はだよしがみ）」は戦国時代から江戸時代にかけ

て保護されてきました。その紙漉の中心は「本衆」

または「肌吉衆」と呼ばれ、名字帯刀と諸役免除を

許された特権集団でした。「本衆」を中心に漉き手

の家は 250 軒にも及んだと言われています。  

 市川大門は「花火のまち」としても有名ですが、

元禄～享保年間ころ紙工・甚左衛門の命日に打ち上

げられた事に始まると言われています。現在では、

三河吉田・常陸水戸とともに日本三大花火の一つに

数えられるほどに成長しました。  

 市川大門宿は駿州往還のほか中道往還へ通じる

脇道もあり、交通の要であると共に周辺地域の商業

的中心地でした。甲府盆地各地から市川大門へ向か

う道は「市川道」と呼ばれ、①石和からの道②八代

からの道③芦川からの道④西郡からの道⑤竜王か

らの道がありました。  
 

 

 

(2 )  

市 川 に 住 ん で い る 人 は い

っ た い 何 て 呼 ん で い た 道

な の だ ろ か ？  



 

1.  小石和の庚申塔・六地蔵石幢  
所在地（小石和字神明 539 番先）  

 

○庚申塔（年代  明和 8 年  1771 年）  

高さ 50・巾 21 奥行 15）  
 

○六地蔵石幢（年代不明）  

高さ 130・幢身廻 156）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3 )  



 

庚申塔とは何・・？  

道教の教えでは、人間の体内に三尸（さんし）と

言う三匹の虫がいて、旧暦で６０日に一回巡ってく

る庚申（かのえさる）の日に宿主の体内を抜け出し、

天に昇って天帝に宿主の日頃の行状を報告する役

目をしています。その報告によって天帝は宿主の寿

命を短くしてしまいます。翌朝目を覚ます前にはこ

の三尸は体内に戻っています。  

 これは、とても恐ろしいことです。宿主があるこ

とないこと告げ口されて、寿命が縮まってしまうの

ですから。それで、庚申の日になる前日から集団で

徹夜をし、三尸を体内から出さないようにし、長生

きすることを願う風習がうまれました。虫封じのた

めに庚申の夜みんなで集まって徹夜して、この庚申

（講）を３年 18 回続けた記念に建立したのが庚申

塔（正式には庚申待供養塔）です。  

 日本では奈良時代から始まり、平安時代には、貴

族の間に広まり、『枕草子』『大鏡』などに記述があ

ります。この教えが広まっていく中で仏教や庶民の

信仰が加わり、江戸時代には全国の農村などで大流

行し、各地に庚申供養がされた証として、庚申塔が

盛んに建てられました。塔に猿が彫られているもの

がありますが、「見ざる・言わざる・聞かざる」の

猿から来たもので、「災いが去る」という言葉に例

えたそうです。  
 

(4 )  



 

六地蔵石幢とは何・・？  
 六地蔵石幢は、石造六地蔵幢ともいって石幢の龕部（がんぶ）

または幢身に六地蔵を彫ったものです。笠塔婆の竿石を六面ま

たは、円柱に造り竿石と台石を沿えたもので、宝幢式笠塔婆と

もいわれ、笠塔婆の一種として分類されています。  

単制と複制に大別されます。単制は、基礎の上部に六地蔵を

彫った六角柱か八角柱または、円柱の幢身と笠（無いものもあ

る）を置いたものです。  

石和町内の六地蔵石幢には、単制は少なく、小石和の成就院

門前にあるものふたつだけです。  

複制は、基礎の上にやはり六角柱か八角柱あるいは円柱様の

幢身（竿）を立て、その上に中台を置き、仏像を安置する仏具

である厨子からきた龕部をのせ、笠、宝珠を置いたものです。   

 石和町内にある複製は、龕部と笠だけといった欠損のものが

多いのですが、部分的には修復されながらも、いくつかの六地

蔵石幢が、今も尚そのままで路傍に立佇んでいるところもあり

ます。（六地蔵幢は南北朝時代（1336 年～1392 年）頃から

あらわれ、六地蔵信仰とともに普及してきました。古いものは

大型で立派なものが目立ちます。）    

 なぜ地蔵が 6 体彫られているの・・？  
地蔵は閻魔大王の真実の姿であると考えられていました。善

悪の業によって輪廻転生する迷いの世界を（地獄・餓鬼・畜生・

修羅・人間・天）と考え、これを六道（りくどう）といいます。  

平安時代の末期には、この六道を輪廻転生する人々を救済す

るのが地蔵だと考えられ、六道それぞれを、地蔵にあらわすよ

うになります。  

この地蔵の名称や像形はいろいろな説がありますが、「仏像

図絵」によれば・地持
ち じ

地蔵（護讃
ご さ ん

地蔵）・陀羅尼
だ ら に

地蔵（弁尼地

蔵）・宝性
ほうしょう

地蔵（破勝地蔵）・鶏
けい

亀
き

地蔵（延命地蔵）・法性地蔵

（不休息地蔵）・法印地蔵（讃竜地蔵）の 6 地蔵があらわされ

ています。このような六地蔵信仰が広がり六地蔵幢がいたると

ころに造られ信仰されるようになります。  

 (5 )  



 

小石和の公民館 所 在 地 （ 小 石 和 ４ １ ４ ）  
 

公 民 館 は 、各 会 員 宅 で 例 会 を 開 い て い た も の が は

じ ま り で す 。そ の 後 、農 事 懇 話 会 会 員 が 増 加 し 、出

来 な く な り ま し た 。こ の こ と か ら 、集 い の 場 所 の 建

設 気 運 が 高 ま り 、部 落 全 体 の 人 達 が 生 活 向 上 の た め

と 希 望 し 、昭 和 23 年 、ま だ 石 和 町 で は な く 富 士 見

村 だ っ た 頃 に 設 立 さ れ ま し た 。 県 内 で も 3 本 の 指

に 入 る 早 い 時 期 の 建 設 だ っ た た め 、注 目 を 浴 び 富 士

見 地 区 の 公 民 館 建 設 の 先 駆 け と な っ た よ う で す 。  

 

小石和という地名について  

石 和 五 郎 信 光 が 甲 斐 の 守 護 に な っ た  

時 、 屋 形 の あ っ た 市 町 村 と 川 田 村 の 地  

を 石 和 と 称 し た た め 、 石 和 郷 と 区 別 す  

る た め に 小 石 和 と な っ た と い い ま す 。  

 

※ 石 和 は 石 禾 と 書 き 『 三 代 実 録 』 と い う  

平 安 時 代 の 記 録 の 元 慶 8 年 （ 877） こ の  

土 地 に 住 ん で い た 清 原 真 人 と い う 人 の 田  

に 良 い 稲 が 実 り 、 大 変 め で た い と い う 事  

で 、 今 後 は 石 禾 に す る よ う に と 時 の 天 皇  

か ら 受 け 賜 っ た と い う こ と か ら き て い ま  

す 。 石 沢 、 伊 沢 、 胆 沢 、 井 沢 等 と も 書 き  

ま す 。「 わ き 水 の 湧 く 沢 を 持 つ 所 」 と い う  

意 味 か ら き て い ま す 。  

 

           ( 6 )  



 

2.小石和の諏訪神社  
所  在  地 （ 小 石 和 41 2）  

名    称  船 形 神 社  正 一 位 諏 訪 神 社  

所    祭  建 御 名 方 命  

相    殿  稲 田 姫 の 命  須 佐 之 男 命  

         少 名 彦 命  

建    物  本 殿  拝 殿  随 身 門  

勧 請 鎮 座   不 明  

勧  請  由   天 皇 朝 廷 天 下 泰 平 水 難 除  

五 穀 成 就 万 民 安 全  

 

石 和 川 の 水 難 を 鎮 め る た め に 、そ の 昔 、信 州 上 諏

訪 よ り 勧 請 し た と い い ま す 。か つ て は 今 の 笛 吹 川 の

流 路 は 石 和 川 が 流 れ て い た の で 、石 和 川 神 社 、舟 形

神 社 、 馬 蔵 神 社 と 称 し た と も 言 わ れ て い ま す 。  

○馬蔵神社の由緒・・・  

  武田信光がお参りに来た時乗ってきた葦毛の馬

を林の中に隠したという話からのようです。  

○武田信光とは・・・  
 信義の五男、一条忠頼の弟で、甲斐武田氏の第 5 代

当主です。石和荘に居館を構え石和五郎信光と称し、

石和八幡宮を勧請したと言われています。武田家を継

ぎ戦国時代の信光の系統が代々、甲斐の守護になり、

後の信虎・信玄・勝頼の戦国時代の武将、武田三代に

繋がっていきます。  

 
 

 

 

(7 )  

自画像などが残されて

いないので、分かりませ

んが、ちまたのゲームで

は、こんな顔で登場して

いるようです。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諏訪神社の石仏  
○石祠（文化 12 年 1815 年）  

○東照大権現（嘉永 6 年 1853 年）  

●天神（弘化 5 年 1848 年）  

○春宮（明治 18 年 1885 年）  

○産護神（文久 3 年 1863 年）  

○馬頭観音 2 体（不明）  

○地蔵（文久 2 年 1862 年）  

●大神宮（明治 27 年 1894 年）  

○庚申塔  

○六地蔵石幢（元禄 2 年 1689 年）  
 (8 )  



 

合祀社（ごうししゃ）  

に祀られている神様・・  
○八面名神  祭神  須佐之男命   

大己貴命（オオナムチノミコト）  

往時は前の小路に鎮座  新道の為移転   

○ 富 士 浅 間 神 社  祭神   

木花咲耶姫（コノハナサクヤヒメ）  

 往時は才蓮寺にあったとされている。蓮朝寺の辺りの場

所が該当すると考えられる。諏訪神社祭の御輿が石和川を

御渡とき寄り所との記述あり。   

○春・秋宮諏訪下社   

祭神  八坂刀売神（やさかとめのかみ）  

現在は合祀社に春・秋宮とも祀られています。春宮は諏

訪神社境内に、秋宮は今も上町屋の方々によって、祭もお

こなわれています。  

 

 

 

 

 

 

 
 

諏訪神社は、全国一万余の諏訪神社の総本社である長野

県の諏訪大社を勧請したものですが、諏訪大社は上下二社

を併せて一社を形づくっています。上社は茅野市の前宮と

諏訪市の本宮からなり下諏訪町の下社は春宮・秋宮からな

っています。この下社の祭神八坂刀売神は建御名方神の妃

神といわれていますが、2 月 1 日から 8 月 1 日まで春宮に

それから 1 月末まで秋宮に在社するということです。           

 （ 9）  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

         （ 10）  

●天神・・天神様といえばすぐに菅原道真を思い出しま

すが、道真が祀られる前は、多くの土地に天くだる神とし

てあり、天神信仰は怨霊が御礼信仰や雷神信仰と結びつい

て成り立っていったそうです。室町時代以降は学問や詩歌

の神として多くの人々に信仰され今日に至っています。江

戸時代以降「天神講」という講が結成され、「天神講」の

日は、習字を奉納する子供たちの祭りとして盛んに行われ

ました。  

この天神には銘文の神主石禾直宿清原庸明の文字がはっ

きりと読み取れます。禾は和であり、石和の名称の発祥の

地であるという説や、元慶 8 年（883）に嘉禾「よいい

ね」がとれたとの報告が明朝にあり、これによって石禾の

地名を賜ることになったという説もあるそうです。  

●大神社・・伊勢信仰にもとづくもので、伊勢講の全員

の代参（議員の代表として参詣すること）が終わったとき

などを記念して造立しました。  

●東照大権現（トウショウダイゴンゲン）・・  

徳川家康のことです。元和 2 年（1616 年）、駿府城にて

死去、享年 75。その亡骸は駿府の久能山に葬られ（久能

山東照宮）、1 年後に下野国日光（現・栃木県日光市）に

改葬されました（日光東照宮）。家康は薬師如来を本地と

する東照大権現として神格化され、「神君」、「東照宮」、「権

現様」とも呼ばれて、信仰の対象となります。また、江戸

幕府の祖として「神祖」「烈祖」などとも称されま す 。  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E5%92%8C_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/1616%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E8%83%BD%E5%B1%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E8%83%BD%E5%B1%B1%E6%9D%B1%E7%85%A7%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E8%83%BD%E5%B1%B1%E6%9D%B1%E7%85%A7%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E9%87%8E%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E5%85%89%E6%9D%B1%E7%85%A7%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%96%AC%E5%B8%AB%E5%A6%82%E6%9D%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E6%A0%BC%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%90%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E7%85%A7%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BF%A1%E4%BB%B0


 

3.五本辻  
若彦路と市川道が交わり、さらにもう一つは、唐柏に行く道

です。今では五本辻の名残は、ほとんどなく、商店の名前だけ

となっています。かつては人々が往来して賑わったのでしょう。

この辻には、最近まで大きな杉の木が数本あり石の祠が道南の

所にありました。今は諏訪神社に移転されています。   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1 1 )  

○ ↓ 若 彦 路  

○ ↓ 市 川 道  

若 彦 路  

（ わ か ひ こ じ ）は 、甲 斐 国（ 山

梨 県 ）と 駿 河 国（ 静 岡 県 ）を

結 ぶ 街 道 の ひ と つ で す 。江 戸

時 代 後 期 に 編 纂 さ れ た『 甲 斐

国 志 』巻 之 一 堤 要 部・巻 之 四

十 一 古 跡 部 に 拠 れ ば 、甲 斐 九

筋 の ひ と つ に 数 え ら れ る 古

道 で 、駿 河 へ 至 る 官 道 で あ っ

た と い い ま す 。「 若 彦 」の 呼

称 は 日 本 武 尊（ ヤ マ ト タ ケ ル

ノ ミ コ ト ）の 子 稚 武 彦（ ワ カ

タ ケ ヒ コ ）王 に 由 来 す る と い

い ま す 。甲 斐 国 か ら 駿 河 国 へ

向 か う 街 道 に は 若 彦 路 の ほ

か 、御 坂 峠 を 越 え て 駿 河 国 横

走 に 繋 が る 御 坂 路 、富 士 川 沿

い に 南 下 す る 河 内 路 、右 左 口

峠 を 超 え て 富 士 東 麓 を 南 下

す る 中 道 往 還 が 存 在 し ま す 。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E6%96%90%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E6%A2%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E6%A2%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A7%BF%E6%B2%B3%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%97%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E6%96%90%E5%9B%BD%E5%BF%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E6%96%90%E5%9B%BD%E5%BF%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E6%96%90%E4%B9%9D%E7%AD%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E6%96%90%E4%B9%9D%E7%AD%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%98%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%AD%A6%E5%B0%8A
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%A8%9A%E6%AD%A6%E5%BD%A6%E7%8E%8B&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%A8%9A%E6%AD%A6%E5%BD%A6%E7%8E%8B&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B7%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%B3%E5%86%85%E8%B7%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B3%E5%B7%A6%E5%8F%A3%E5%B3%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B3%E5%B7%A6%E5%8F%A3%E5%B3%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E9%81%93%E5%BE%80%E9%82%84


 

4.六角山成就院  浄土甲府瑞泉寺末  

所 在 地 （ 小 石 和 字 後 田 372）  

永亭 10 年（1483）、甲斐の国の守護になった武田家 14 代当

主武田信重の館があったと伝えられています。信重は、八代町

にある小山城の城主の穴山伊豆守に攻められ、宝徳 2 年

（1450）に自害します。信重の死後に、子どもの信守が父の

菩提寺として館の一角に成就院を建てました。現在は、浄土宗

です。成就院とは、信重の法名「成就院殿巧岳道大居士」から

きています。年月は分かりませんが、のちに心譽円通が再建し

て、円通院とも呼ばれていた時期もあったようです。  
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成就院には市指定文化財がたくさんあります。 
○ 武 田 信 重 の 墓 ・ ・  

 昭 和 44 年 に 石 和 町 指 定 文 化 財 に な り ま し た 。信

重 の 自 殺 の 場 所 と 伝 わ る 場 所 が 、寺 の 東 北 の 畑 中 で 、

そ の 場 所 に 信 重 の 墓 と い わ れ る 五 輪 塔 が あ っ た そ

う で す が 、 後 に 境 内 に 移 さ れ た そ う で す 。 46 年 に

は 墓 の 修 復 と 共 に 新 た に 供 養 塔 が 建 て ら れ ま し た 。 
  

○ 閻 魔 王 と 十 王 像 ・ ・  

 境 内 に 閻 魔 堂 が あ り ま す 。こ の 中 に 市 指 定 文 化 財

の 閻 魔 大 王 と 十 王 像 が あ り ま す 。1661 年（ 江 戸 時

代 ）製 作 と 推 定 さ れ て い ま す 。高 さ 94 セ ン チ 、目

は 水 晶 で す 。明 治 40 年 の 水 害 の 影 響 も あ り 、十 王

像 は 首 部 の み で 、 数 も 揃 っ て い ま せ ん 。  

 

※ 仏 教 で は 、 人 が 死 ん だ ら あ の 世 で 十 人 の 王 （ 十 王 ）

に よ っ て 人 と し て 正 し く 生 き た か ど う か 順 番 に 裁 か れ

た う え 冥 土 の 何 処 に 住 む か が 決 め ら れ る と い う 教 え が

あ り ま す 。 裁 き は 初 7 日 ～ 3 回 忌 ま で 続 け ら れ ま す 。  

 

六角山入口から境内の石造物   

○地蔵さん  ○六地蔵幢 2 体  ○馬頭観音○道祖神  

○閻魔王像・十王像  ○地蔵堂  
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← 六 地 蔵 石 幢 （ 単 制 の も の ）  

町 内 に は 2 つ し か な い 珍 し い で す ！  

石 和 町 小 石 和 地 内 （ 成 就 院 門 前 ）  



 

5.砂原の子安地蔵  
所 在 地  砂原字青木 81 番先  

子 安 地 蔵 と は 、妊 婦 の 安 産 を 祈 願 す る 地 蔵 尊 の こ

と で す 。文 字 碑 の 石 塔 で 古 道 の 一 隅 に ひ っ そ り と 立

っ て い ま す 。  
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昔は、左の写真の子安

地蔵だったようですが、

いつからか、上の写真の

少しスリムな子安地蔵

に変わったようです。  
 

ＭＥＭＯ  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

6.砂原の北組道祖神  
所 在 地  砂原字青木 108 番先  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道 祖 神 は 、 村 な ど の 集 落 の 境 あ た り に 置 か れ 、 疫

病 と い っ た 災 厄 が 集 落 に 入 っ て こ な い よ う 祀 ら れ た 、

村 の 守 り 神 で す 。  

当 然 、 村 の 繁 栄 す な わ ち 、 子 孫 繁 栄 を 願 う 対 象 と

も な り ま す 。  

近 世 以 降 は 路 傍 に 置 か れ て い る た め に 旅 な ど の 交

通 安 全 の 神 と し て も 信 仰 の 対 象 と な っ て い ま す 。 岐

（ ち ま た ） の 神 、 衢 神 （ ち ま た の か み ） と か か れ て

い る も の も あ り ま す 。  

こ の よ う に さ ま ざ ま な 性 格 が 合 わ さ っ た 神 で あ る

が 故 に 、 そ の 姿 も 多 種 多 様 で す 。  

だ い た い が 台 石 に 丸 石 を 置 い た も の で 、 石 和 地 内

だ け で も 49 体 も 発 見 さ れ て い ま す 。  

 今 回 の 砂 原 の 北 組 道 祖 神 は 、 子 孫 繁 栄 の 神 と し て

の 性 格 を 帯 び 、 男 根 石 が あ る 道 祖 神 で す 。 こ の こ と

か ら 道 祖 神 は 、 子 授 け の 神 様 と し て の 信 仰 も あ り ま

す 。  
(1 5 )  

寛 政 3 年  

（ 1791 年 ）  



 

7.向富山見性院  
所 在 地  砂原字才之神  

永 禄 2 己 未 年 （ 1 5 5 9） 創 立 。 も と は 、 石 和 観 音 寺 末 に て

覧 性 院 と い っ た 能 屋 和 尚 の 開 山 。  

本 堂 二 間 ― 二 間  四 坪 。  

厨 子 入 り 三 十 三 観 音 を 安 置 す る 。  
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お 地 蔵 さ ん が 手 の 上 に の せ て い る も の は 、 何 か 知

っ て い ま す か ？ 如 意 宝 珠 （ に ょ い ほ う じ ゅ ） と い い

ま す 。 如 意 宝 珠 と は 、 球 形 で 頭 が と が っ て い て 、 火

炎 が 燃 え 上 が っ て い る 形 を し た 玉 の こ と 。 欲 し い 物

が 思 い の ま ま に 出 せ る と い う す ぐ れ も の 。 一 切 の 願

い が 自 分 の 思 い の ま ま に 叶 う と い う 不 思 議 な 宝 の 玉

の 意 で 、 民 衆 の 願 い 事 を 成 就 さ せ て く れ る 仏 の 像 の

象 徴 と さ れ て い ま す 。  

み な さ ん ご 存 知 の 一 寸 法 師 の 打 出 の 小 槌 や 、 ア ラ

ジ ン の 魔 法 の ラ ン プ の よ う な も の と 言 え ま す 。  



 

8.大神社（石尊神社）  
所 在 地  砂原青木畑  

祭 神 ・ 大 山 祗 命 （ お お や ま ず み の み こ と ）  

社 殿 ・ 本 殿 及 び 拝 殿 兼 用 入 母 屋 造 鉄 板 葺  

   二 間 ― 三 間  

祭 日 ・ 毎 年 社 日  御 湯 花 の 行 事 執 行  

～ 石 造 物 等 ～  

● 蚕 影 山 （ 昭 和 46 年 1971）  

○ 石 尊 （ 享 和 3 年 1803）  

○ 秋 葉 山  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1 7 )  

●蚕影山・・養蚕の守り神である蚕の神を祀るために造

られたもので、本体は茨城県の筑波市にある蚕影神社だ

と言われています。養蚕は農家にとってとても重要な経

済活動であったこともあって、蚕のことを「おぼこさん」

「おかいこさん」あるいは、「おこさま」「とうとさま」

「姫」などと呼んで敬い、蚕の神を祀りました。なお蚕

影山は、石造物の中でも比較的大きく「蚕影山」と刻ま

れた文字の蚕は旧字体である「蠶」だったり、「神」と

いう字の下に「虫」と書いて「蚕」と読ませる場合もあ

ります。蚕影山は養蚕の神様ですが、道祖神信仰も養蚕

の神様にもなっていることから、蚕影山と道祖神が一緒

に祀られているところも多くあります。  



 

大神社は石尊神社ともいいます。  

石尊神社とは・・・？  
石 尊 は 、 神 奈 川 県 に あ る 霊 山 と し て 名 高 い 大 山 の 神

体 で あ る と 言 わ れ て い ま す 。 別 名 「 雨 降 山 」 と も 呼 ば

れ 、 恵 み を も た ら す こ と で も 知 ら れ て い た 大 山 に は 、

大 山 寺 と 阿 夫 利 神 社 が あ り 、 明 治 の 神 仏 分 離 ま で は 石

尊 大 権 現 と 称 し 古 く か ら 修 験 道 の 道 場 と し て 栄 え て い

ま し た 。  

こ の 修 験 者 た ち に よ っ て 大 山 信 仰 は 広 め ら れ 、 江 戸

時 代 か ら 庶 民 の 間 に 普 及 し は じ め 、 各 地 に 「 大 山 講 」

や 「 阿 夫 利 講 」 と い っ た 講 が つ く ら れ ま し た 。  

町 内 に も い く つ か 講 が で き 、 講 に は 村 内 の 全 戸 が 加

入 し 、 決 め ら れ た お 金 を 出 し 合 い 、 大 山 に 代 参 す る 人

た ち の 費 用 に あ て た と い う こ と で す 。  

笛 吹 市 内 に は 、 石 尊 と 刻 ん だ 石 塔 が 各 地 に 残 っ て い

ま す 。 石 尊 さ ん と い っ て 広 く 信 仰 さ れ て い ま す 。  
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富 士 山 が 見

え ま す ね ！  

※ 笛 吹 市 の ど こ か ら で も 富 士 山 が 眺 め ら れ  

る わ け で は あ り ま せ ん 。 富 士 見 地 区 だ か ら こ そ で

す 。 富 士 見 と は 、 そ の 名 の 通 り 、 富 士 山 が 見 え る 場

所 と い う 意 味 で 名 づ け ら れ て い ま す 。 そ の た め 、 富

士 見 地 区 で は 、 あ ら ゆ る 場 所 か ら 富 士 山 を 見 る こ と

が 出 来 ま す 。  

 

ＭＥＭＯ  

 

 

 

 
 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B1%B1


 

9.河内区下組中  道祖神  

所 在 地  河内字窪 214 番先  
 ○ 道 祖 神 （ 大 正 9 年 2 月 1 92 0 年 ）  

 

 

 

 

 

 

 
山梨には、ほかではあまり見ることの少ない、地域に伝わる

ここだけの古き文化が息づいています。この伝統的信仰のひと

つが丸石道祖神です。球体の石を祀った道祖神は全国的にはと

ても珍しいといわれています。しかし、山梨県内には 700 ヶ

所以上もあります。形状も単体で祀られているもの、大小の丸

石が複数で祀られているもの、同じぐらいの大きさの丸石が集

合して祀られているものなどさまざまです。その成り立ちは謎

に包まれており、昔の人は、川から流れてきた自然石の丸石に

何らかのパワーを感じとって神格化したとも言われています。

未だ解明されていませんが、丸石は自然石から、人工的に造ら

れたものまで時代と共に変化していったと言われています。昔

から地域で大切にされ、日々の暮らしに根付いています。集落

の入口や道の分岐点、神社の境内、道路わきなどに祀られてい

ます。目を向けて見つけるのも楽しいですね。  

（ 2 0）  



 

10.佐久神社参道前石幢  
所 在 地  河内字窪 226 番先  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

参道は、一般的に影響力がある神社や、寺の周辺の自然発生

した門前町とセットに認識されている場所も多く、どの範囲を

「参道」と呼ぶかは場所によって異なり、それぞれの場所の慣

習によります。狭義には、鳥居や山門などの結界内の通路のみ

を示しますが、広義には街道筋など人通りの多いところから寺

社に至る道の全てを意味します。複数の参道が存在していた寺

社も多数存在します。その場合、一番メインの参道は「表参道」

などと呼ばれることが多い。東京の有名な表参道は明治神宮に

至る道です。また、参詣のために街道筋が捻じ曲げられて寺社

に近づいていたところなども、珍しくはなく、その捻じ曲げら

れた周辺の街道筋をも「参道」と呼ぶ場合があります。参道入

口には今回のように、地蔵堂や石幢、道祖神等が祀られている

ことが多いです。路端に立つ地蔵は、道祖神と習合し、民間信

仰になっていきます。       (21 )  

○六地蔵石幢（正徳 3 年 1713）

木禾雲童子、林童子   

石秋童子、幼身童女  

六地蔵菩薩   

奉修  菩提爲  

左右の七亜  

于時正徳三癸巳年卯月吉日  

河内村施主  武左衛門  

 

○巡拝塔（正徳 3 年 1713）  

西國三十三所   

坂東三十三所爲親菩提也   

河内村  

秩父三十四所百三十三所  

于時正徳三年天巳四月吉日  

施主  松山武左衛門   

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%80%E5%89%8D%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%A5%E5%B1%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E9%96%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%90%E7%95%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%97%E9%81%93


 

11.佐久神社  
所 在 地  河内字宮窪 81 番  

境内・五十坪  

祭神・天手力雄命  磐裂神  根裂神  

縁起・社記に、往古、当国一面湖水でありしころ、根裂の

神  磐裂の神と相計りて、岩石を蹴裂き、水路を通したる

により、湖水次第に漏泄して浅きものは丘となり、深きも

のは沼となり、あるいは田畝となりて、民人繁殖して一国

耕土の地となりたるよし、もって後人、この二神の徳を感

載して、古く禹王の功に比し、その岩石を蹴裂きしところ

を「禹の瀬」と称し人の口に膾炙して今もその地名存する

ところなり。故に雄略天皇の御字、この事あり。  
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○ 神 楽 殿  

○ 神 楽 殿 （ か ぐ ら で ん ） と は 、 神 社 の 境 内 に 設

けた、神楽を 奏 するための 建物 。神楽 堂のこ と。 

○ 本 殿 （ 県 指 定 文 化 財 ）  



 

本殿と拝殿のヒミツ  

みなさん、いつも拝んでいる場所に神様がいると思っていま

せんか？神社には、さまざまな建物があります。その中でも、

神様に直接お参りするための場所があります。      

神社には神様がお祀りされているわけですが、その神様は御

神体と呼ばれ、何らかの自然物などに宿っていて、その神様が

宿っているものを安置しておく場所を《本殿》といいます。神

社を神様のお屋敷とするなら、本殿は神様のお部屋ということ

になります。いつまでもこの地にご鎮座頂いて、末永くご加護

頂くためのものです。  

この本殿には宮司を除く、何人たりとも立ち入る事は禁じら

れています。宮司ですら、特別な場合を除き、安易に本殿への

立ち入りはできせん。なぜなら、御神体というのは直接見るも

のではないからです。神道では、見えない神様の存在を像にし

て拝礼対象にするということは、基本的にありません。なので、

御神体には見えないものが宿っているわけです。そのため見る

必要がないのです。その見えないものを心で感じ感謝し、祈る

事にこそ意味があるのです。その本殿の神様へ祈りを捧げるた

めに建立されているのが《拝殿》です。拝殿には昇殿参拝（神

職に祈願をしてもらう）をするための空間と自由参拝をする場

所とが設けられています。自由参拝を行う場所には、賽銭箱が

設置されています。鈴は神社によって、ある場所とない場所が

あります。ある時には鈴を鳴らしてからお参りします。どちら

で祈るのも同じ神様にお祈りしていることには違いありませ

んが、より近い場所になるのは昇殿参拝です。  

また、拝殿はありますが、本殿は建立されていない神社もあ

ります。これは御神体が山、大木、岩だったりと、本殿を設け

る事ができない、大き過ぎるものであったり、自然そのもので

あったりするからです。決し て 神 様 が い ら っ し ゃ ら な い と

い う わ け で は あ り ま せ ん 。 こ の 場 合 、 御 神 体 の 正 面 に

拝 殿 が 建 立 さ れ ま す 。 寺 院 で は 、 こ の よ う に 参 拝 す る

と こ ろ を 別 の 建 物 で 明 確 に 分 け た り は し ま せ ん 。  

 

（ 23）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 殿  
拝 殿  
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（ 2 4）  

 

 

 

 

 



 

佐久神社境内には、  

いろいろな石造物があります。  

佐 久 神 社 は 、南 向 き に 新 し い 鳥 居 が 建 ち 、境 内 は

広 い で す 。  

そ の た め 、 い ろ い ろ な 石 造 物 が あ り ま す 。  

境 内 北 隅 に 、数 本 の 木 に 囲 ま れ た 社 殿 が あ り 、本 殿

が 立 派 で 、彫 刻 も と て も 美 し い の が 魅 力 で す 。ぜ ひ

ご 覧 下 さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ 2 5）  

○要石は、甲斐の国の中央の印と

して置かれた石です。  

この石には、お母さんが赤ちゃん

を抱いて要石に座ると佐久神社の

神様が赤ちゃんを守ってくれると

いう言い伝えがあります。  

要 石  

○丸石の猿田彦神があります。  

（天保 15 年 1844）  

天保甲辰秋九月河内郷上組中  

丸 石 猿 田 彦 神  

※道祖神は、しばしば猿田彦神

の信仰にも繋がっています。猿

田彦は庚申信仰の神ですので、

道祖神と庚申塔がいっしょに祀

られているところも多いです。  

http://www.genbu.net/saijin/saruta.htm


 

12.補陀山昌隆寺  
所 在 地  河内字宮窪 85 

曹洞宗牛奥全応院末  

本尊  観世音菩薩  

縁起  由緒不詳天正元酉年（1573）3 月 10 日創立、開山宗祖

道元十五世の法孫実津文篤和尚。  

堂宇  本堂  四間ー三間  十二坪  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万霊塔（ばんれいとう）とは・・？  
万霊塔は、寺や墓地の入口にあることが多いです。これは万霊塔

が、他の石仏や石塔と違って、特定の信仰によるものではなく、

いろいろな霊を供養するために造られた塔で、寺や墓地が現世と

は違う異界であるという考えから、その境界に立てられたとも言

われています。このことから、万霊塔の形や刻まれている文字は

宗派によって様々で、三界萬霊、三界萬霊等、萬霊塔、萬霊、十

界萬霊、法界萬霊、南無妙法蓮華経法界などがあります。  

 一般的には「三界萬霊等」と刻まれたものが多いですが、その

三界とは、生命あるものすべてが生死輪廻する三種の世界、つま

り欲界、色界、無色界のことです。  

 この地域のものは、ほぼ江戸時代です。  

三界萬霊塔は、この世の生き物全ての霊をこの万霊塔自体に宿ら

せて、これを拝むことで供養する目的で立てられました。  

         （ 26）  

写 真  

左 ○ 万 霊 塔  右 ○ 六 地 蔵  

写 真 の 昌 隆 寺 の 六 地 蔵 は

町 内 の 六 地 蔵 の 在 銘 年 代

で 最 も 古 い も の に な り 、

正 徳 3（ 1 7 1 3） 年 に 造 ら

れ て い ま す 。  



 

13.小石和の丸石道祖神  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

14.妙智山延命院  

所 在 地  小 石 和 字 後 田 63  

本尊  観世音菩薩  

縁起  由緒不詳  記録によると、慶長 11 年（1606）3 月

18 日創立、開山一広和尚。  

堂宇  三間四間十二坪  

 

臨済 宗妙 心寺 派 の寺 院で す。 今 の延 命院 は建 て

かえられた もの なので、わりと 新しい今風 なつ く

りです。  
 

 

 

 

 

 

 

 

（ 2 7）  

見 落 と し が ち な  

場 所 に あ る よ ！  



 

地蔵とは・・？  
色々な仏の中にあり、「おじぞうさん」と呼ばれて最も親

しまれている地蔵は、釈迦の入滅した後、弥勒（みろく）

仏がこの世に出現するまでの長い無仏の間に、この世にあ

らわれて衆生を救う菩薩であると言われています。地蔵信

仰が日本に入ってきたのは奈良時代だと考えられていま

すが、平安時代になって末法思想が起こり、地獄というも

のへの恐れが説かれるようになり貴族や僧などを中心に

信仰が広まって来ました。   

そして、地蔵は極楽にいけるように導いてくれるという

説や神仏への信仰の現世利益化というように庶民にも広

く信仰されるようになります。  

一般に地蔵は、頭を丸めて法衣をまとった姿をしていま

す。これは、あまりにもいかめしい菩薩の姿では衆生が近

づきにくいだろうという、大慈悲からきているそうです。

ほとんどの像形は、右手に錫杖（しゃくじょう）をもち左

手に宝珠姿が多く見られますが、石和町内では、合掌像が

最も多く、他には小石和の成就院境内にあるものや砂原の

禊（みそぎ）橋のたもとにあるもののように、自然石にた

だ「地蔵」とか「地蔵尊」とだけ刻んでいるものもありま

す。  

地蔵には、色々な種類があります！  
～怪我や病気の治癒を祈る石造物～  

「味噌なめ地蔵」  
「 味 噌 な め 地 蔵 」は 、怪 我 を し た 人 が 、自 分 の 体 の

悪 く な っ た と こ ろ と 同 じ 場 所 に 味 噌 を 塗 り 、治 癒 す

る こ と を 祈 り 、怪 我 や 病 気 が 治 っ た ら「 よ だ れ か け 」

を 掛 け て 御 礼 の お 参 り を し た お 地 蔵 さ ん の こ と で

す 。い つ ご ろ か ら の 風 習 か は 、は っ き り と 分 か り ま

せ ん が 、江 戸 時 代 に は す で に 行 わ れ て い た そ う で す 。 
（ 2 8）  



 

笛吹市内「味噌なめ地蔵」の紹介です！  
1 .  八 代 町 高 家 （市 有 形 文 化 財 指 定 ）  

幅約 75 センチ、奥行き約 55 センチ、高さ約 25 センチの蓮華座（れ 

んげざ）の上に、座高約 82 センチの地蔵が座っている石造地蔵菩薩  

座像（せきぞうじぞうぼさつざぞう）です。江戸時代の寛文 5 年（1665） 

7 月 14 日に、平十という人が尼僧のために建立したもので、いつ頃か  

らか怪我をした人や病気になった人が味噌を塗ってお参りするように  

なったそうです。 

2. 一宮町末木  
石幢の幢身を祀ったもので、六地蔵の祀られているお堂の一番奥に  

あり、今でも味噌が塗られているそうです。また、よく見ると六地蔵口  

元にも味噌が塗られているそうです。今でも厚く信仰されているのが分  

かります。 

3. 春日居町桑戸  
  地蔵ではありませんが、「おでにっちゃん」と呼ばれている「みそなめの

大日如来（だいにちにょらい）」が 4 体祀られています。戦国時代の

（1555～1557 年）に、村人によって河原の砂の中から掘り出されたも

ので、「体の痛いところがあったら、同じところへみそをつけて祈れ」とい

うお告げがあり、村人がその通り治ったという言い伝えがあるそうです。

その後、地元の人達によりお堂が建てられ、厚く信仰されてきました。

現在でも、多くの人が味噌を塗り、病気や怪我を祈っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 2 8）  

～県内で有名な味噌なめ地蔵～  

正覚寺味噌なめ地蔵（北杜市須玉町若神子 2739）  

 昔、武田信玄公が信州で戦った時のこと、そこにあったお地

蔵様を甲州に移そうと、お地蔵様に縄をかけて引いてきたそう

です。ところが若神子の正覚寺の前まで来てどうにも動かなく

なってしまったそうで。今でも、お地蔵様の背中には縄のあと

だといわれるくぼみがあるそうです。いつの項からか、身体の

具合が悪いところとお地蔵様の同じところに味噌をぬってお

祈りをすれば、病気が治るといわれ、それからは、味噌なめ地

蔵というようになったそうです。今でも、お地蔵様には、味噌

がたくさんぬられています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＥＭＯ  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 3 0）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＮＤ  

てくてく古道を歩こう  

市川道 (富士見編 ) 
 

笛吹市教育委員会  

文化財課  

℡ 055-261-3342 

 

市川道は市川大門への諸道です。  

１石和からの道  

２八代からの道  

３芦川沿いの道  

４西郡からの道（市外）  

５竜王方面からの道（市外）  

と 5 つの方面からあります。  

機会がありましたら、ほかも歩いてみてくだ

さい。  

 


